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令和５年度事業計画  
 

公益目的事業として、食肉処理、加工、流通及び販売に関する技術の調査、研究開発

及び普及を前年度に引き続き実施するとともに、食肉処理施設への再編整備等の支援を

行う。 

（公益目的事業） 

食肉処理技術の調査・研究開発・普及事業 

１．食肉処理技術情報収集、調査及び普及事業 

先進的な食肉処理技術の情報の収集と食肉処理で課題となっている技術について

の調査を行い、これらの技術情報を食肉処理施設へ供給することにより食肉処理の高

品質及び衛生の高度化を図る。 

ホームページ及び機関誌「JAMTI BULLETIN」により技術の普及を行う。 

 

２．食肉処理施設実態調査 

食肉処理施設の経営状況、処理上の問題点と対応等について、アンケート方式で調

査・分析を行い、食肉処理施設の健全な発展に資する。 

 

３．食肉処理施設等へのコンサルティング事業 

食肉処理施設の再編整備に関する基本計画の作成、食肉処理施設のＨＡＣＣＰシス

テムの構築及び食肉処理の技術の高度化等食肉処理施設が抱える課題への対応を図

るため、受益者の負担によるコンサルティングを行う。 

 

４．食肉処理及び流通に関する機械・施設の研究開発事業 

食肉処理、流通並びに衛生の高度化及び効率化に関する機械・施設の研究開発を行

っている食肉生産技術研究組合の組合員として、他分野の新技術及び先進諸国の食肉

処理に関する技術、機械・施設の情報提供及び研究開発手法の指導を行う他、研究組

合から委託を受け食肉産業展への出展及び食肉処理施設等関係者へ研究成果の発表

会を開催する等、研究組合で開発した機械・施設を普及する。 

 

 ５．中小企業経営強化税制に係る証明書発行事業 

当センターは、「中小企業経営強化税制」に係る投資減税に必要な証明書発行機関
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として、食肉処理施設等の近代化を図るために必要な機械・施設についての証明書を

発行する。 

  

６．ＨＡＣＣＰ支援法に基づく高度化計画及び高度化基盤整備計画の認定事業 

  当センターは、ＨＡＣＣＰ支援法に基づく食肉処理施設等の指定認定機関として、

食肉処理施設等が作成するＨＡＣＣＰシステム導入に必要な高度化計画及び高度化

基盤整備計画を認定する業務を実施し、食肉処理施設へのＨＡＣＣＰシステムの導入

を推進する。 

 

７．海外食肉処理ロボット技術等調査推進事業（ＪＲＡ事業）（Ｒ３～５年度） 

我が国の食肉処理分野の人手不足問題の解消にはロボット技術の開発が不可欠で

あるため、海外の食肉処理ロボット技術の調査を行いわが国の技術開発を推進する。

また、牛肉等の輸出促進のためには輸出国の求める人道的とさつ技術の遵守及び向

上が必要なことから、海外の人道的とさつの実態調査を行うとともに、欧米先進国

の専門家を招へいし、わが国の人道的とさつ技術の向上を図り、輸出の促進を図る。 

 

８．対米輸出牛肉血斑低減フォローアップ推進事業（ＪＲＡ事業）（Ｒ４～６年度） 

令和２年度に血斑低減のための牛のと畜解体技術改善マニュアルを作成したにも

かかわらず懸垂方式での放血を行う対米輸出施設においては依然として血斑が発生

し、枝肉全体の品質低下と経済的損失が大きな問題となっており、この改善が進まな

ければ牛肉の輸出拡大に支障をきたす恐れがあることから、更なる血斑発生率を低減

するため、施設間での血斑低減の取り組みの知見の交換の場を設置するとともに、牛

に心拍計を装着しストレスと血斑発生の因果関係の調査分析等を行い、牛肉の輸出拡

大に資する。 

 

（収益事業等） 

食肉処理機械等のリース事業 

一般財団法人畜産環境整備機構が実施する食肉販売合理化整備リース事業の借受

者として、食肉処理施設への機械・施設の貸付を実施する。 

(管理運営) 

公益財団法人として、定款に定められた評議員会及び理事会を開催する。 




